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はじめに 

本キットは、検体（血清、尿等）中のアセトアミノフ

ェン（APAP）を簡単な操作で短時間に検出できるキッ
トで、広島大学大学院医歯薬学総合研究科法医中毒学

で開発された技術に基づいています。 

検体中に APAP が数十 ppm 以上含まれていると反応液
が呈色し、判定は目視で行えます。 

本キットにセットされている陽性コントロールを同

時に測定することにより、およその APAP 濃度を推定
することができます。 

 
検出法  
インドフェノール法 
（判定上の留意事項を参照） 

 
検出感度  
およその検出感度は以下の通りです。 

なお、検体の性状によって感度は若干変動致します。 

検体 検出下限 

血清 10ppm 

尿 20ppm  

水溶液 10ppm 

 
内容（10回測定用） 

本品には下記の試薬が含まれています。 
試験研究用以外には使用しないで下さい。 

名称     容量･本数    

試薬Ａ（赤色キャップ）  6.5mL×1 本 

試薬Ｂ（青色キャップ）   10mL×1 本 

陽性コントロール（APAP 100ppm） 

（紫色キャップ） 
   1mL×1 本 

 
測定方法 

裏面の「図」をご参照下さい。 

（血清の場合） 
① サンプルチューブに血清 0.05mL をとる。 

耐熱性の試験管に陽性コントロール 1 滴（約

0.05mL）をとる。 
② サンプルチューブと試験管の両方に試薬Ａを 10

滴ずつ加えて激しく攪拌する。 

③ サンプルチューブを遠心（3,000rpm、2分間）し、
上清を新しい耐熱性の試験管に移す。 

④ 試験管を 100℃で 10 分間加熱する。 

⑤ 放冷後、試薬Ｂを 10 滴ずつ加えて激しく撹拌する。 
⑥ 反応液の色を観察し判定する。 

 

 

 

 
（尿等の場合） 

① 耐熱性の試験管に検体 0.05mLをとる。 

② 試薬Ａを 10 滴加えて激しく攪拌する。 
③ 試験管を 100℃で 10 分間加熱する。 

④ 放冷後、試薬Ｂを 10滴加えて激しく撹拌する。 

⑤ 反応液の色を観察し判定する。 
 

判定 

反応液の呈色 判定 

青～黒色 アセトアミノフェン含有 
（判定上の留意事項を参照） 

無色～微黄色 
アセトアミノフェン不含 
もしくは 検出限界以下 

血清測定時、陽性コントロールに比べ発色が濃い場合

は 100ppm 以上の APAP が血清中に含まれている可
能性が示唆されます。 
 
判定上の留意事項 
① 判定は試薬Ｂを添加してから 30 分以内に行って
下さい。 

② 本キットは芳香族アミン類と反応します。APAP の
他、以下の物質と反応することが確認されていま
す。 
・p-アミノフェノール  
・アニリン 
・硫酸 p-メチルアミノフェノール  

 
使用上の注意 
① 加熱操作は反応液が 100℃となるようにして下さ

い。加熱が十分でないと発色が弱くなります。 

② 加熱操作はキャップを緩めるか外してから行って
下さい。 

③ 加熱後、試験管はたいへん熱くなっているので火

傷に注意して取り扱って下さい。 
④ 試薬Ａは酸性、試薬Ｂは塩基性です。試薬が目や

皮膚に付着した場合は、速やかに多量の水で十分

洗って下さい。 
⑤ 試験研究用以外には使用しないで下さい。 

 

廃液処理 
測定後の廃液は専用容器に集め、適切に処理して下さ

い。 
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測定例（検体：血清） 
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ステップ１ 検体の採取 

ステップ２ 試薬Ａの添加 

・ サンプルチューブと試験管の両方に試薬Ａを 10滴
ずつ加えて激しく攪拌する。 

ステップ３ 遠心分離（陽性コントロールは不要） 

ステップ４ 加熱 

・ 試験管を 100℃で 10 分間加熱する。 

・ サンプルチューブを遠心（3,000rpm、2分間）し、
上清を新しい耐熱性の試験管に移す。 

・反応液の色を観察し判定する。判定は試薬Ｂを添加
してから30 分以内に行って下さい。 
（陽性コントロールに比べ発色が濃い場合、APAP 
  濃度は 100ppm以上である可能性が示唆されます。） 

ステップ５ 試薬Ｂの添加 

・放冷する。 
・試薬Ｂを 10 滴ずつ加えて激しく撹拌する。 

無色  →APAP不含  
       もしくは検出限界以下。 

青色  →APAP含有。 

陽性コントロール 

血清 

ステップ６ 判定 

 

※ 加熱の際､キャップは
きつく閉めないで下

さい。 

・ サンプルチューブに血清 0.05mL をとる。 
・ 耐熱性の試験管に陽性コントロール 1滴をとる。 

※ 加熱後､試験管は
たいへん熱くなっ
ております。 
 火傷に注意して下 
 さい。 

 

 

陽性コントロール 
     1滴  

血清 
0.05mL 

陽性コントロール 血清 

試薬Ａ 

上清 

陽性コントロール 血清 

陽性 
コントロール 血清 

試薬Ｂ 

10滴  10滴 

10滴 10滴 

無色  →操作ミス（試薬の添加ミス、加熱 
       不充分など）の可能性があります。 

青色  →100ppmのAPAPを含有する血清と 
       同程度の発色を示します。 

血清 

KANTO
新住所


